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代表取締役会長兼社長
柳井　正

増収増益を達成

当中間期は、中核事業である国内ユニクロにおいて秋冬

シーズンの最盛期にあたる年末商戦でも成功をおさめ、売

上高は順調に推移しました。また、在庫コントロールの精度

向上にともなう売上高総利益率の改善や、費用対効果をみ

きわめた広告宣伝などが奏功し、グループ全体でも増収増

益を達成することができました。

ファーストリテイリングの成長戦略

2005年11月、ファーストリテイリングは持株会社体制へ移

行し、委任型執行役員制度のもと、役割と責任を明確にして

機動的に仕事をする仕組みづくりを進めました。しかし

「2010年グループ売上高1兆円・経常利益1,500億円」という

大きな目標に向けての挑戦はまだ始まったばかりです。

国内ユニクロ事業においては、これまで売場面積200坪

を標準規模とした郊外店を中心に店舗網を拡大してきまし

た。しかし、それ以外の立地や店舗形態でもユニクロへの

ニーズはあるのではないかと考え、今期は500坪以上の大型

店や10～50坪の小型専門店を積極的に開発し、都心や大

手百貨店といった新たな立地での出店開発も進めています。

商品戦略では、これまでの絶対的な高品質を一層磨きな

がら、「今のアップデートしたベーシック」を追求していきます。

とくにウィメンズについては、よりファッション性の高い商品

を開発していかなければならないと考えています。その試み

のひとつとして2005年秋から大型店を中心に、月ごとにテー

マを決めた「マンスリー・コレクション」の展開を始めました。

これらの大型店では若年層の女性のお客さまが増えており、

確かな手ごたえを感じています。

グループ戦略としては、株式会社ワンゾーン、ネルソン フィ

ナンス社の買収に続き、2006年2月にフランスの代表的な

ランジェリーブランドである「プリンセス タム・タム」を展開

するプティ ヴィクル社を子会社化しました。さらに2006年3

月には、国内市場において新しいカジュアルブランドを展開

する株式会社ジーユーを設立しました。ジーユーはこの秋

から出店を始める予定です。

一刻も早く真のグローバルアパレル企業に生まれ変わら

なければ、ファーストリテイリングの未来はありません。その

ために、従来の仕事のやりかたや組織体制などすべてを根

本から見直す事業構造改革を進め、グループ企業間の相乗

効果も発揮しながら、短期間で高成長を実現したいと考え

ています。
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真のグローバル企業に変わるため
根本からの改革を進めています。

ファーストリテイリングは「2010年グループ
売上高１兆円・経常利益1,500億円」の目標に向
け、事業構造改革と成長戦略を加速させています。

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

代表取締役会長兼社長
柳井　正



株式会社ユニクロ

UNIQLO（U.K.）LTD.［英国］

迅銷（江蘇）服飾有限公司［中国］

UNIQLO USA, Inc.［米国］

FRL Korea Co., Ltd.［韓国］

UNIQLO HONG KONG,
LIMITED［香港］

プティヴィクル社

株式会社ジーユー

ネルソンフィナンス社
コントワー・デ・コトニエ
ジャパン株式会社

株式会社ワンゾーン

アスペジ・ジャパン株式会社

株式会社リンク・セオリー・
ホールディングス

（東証マザーズ上場
持分法適用関連会社）

新ブランド
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Ｍ＆Ａと新事業の開発により
グローバル市場でのシェアを

拡大していきます。

世界中から価値あるアパレル企業をグループに
迎え、グローバルブランドに育成。ユニクロに
次ぐ新ブランドの開発にも取り組んでいます。

グ ル ー プ 体 制 ・ M & A 戦 略

10兆円規模といわれる日本のアパレル関連市場で、ファー

ストリテイリングの売上高は4%程度のシェアを占めるにすぎ

ません。日本の10倍に達する世界市場でのシェアとなると、

わずか0.4%です。売上高1兆円の目標を達成するためには、

積極的なM&A戦略が欠かせません。2005年5月にネルソン

フィナンス社、2006年2月にプティヴィクル社を買収するなど、

私たちはM&Aを着実に進めています。今後、各社のブランドを

グローバルなものに育てたいと考えており、ネルソン社の「コン

トワー・デ・コトニエ」は今春から日本での出店を開始しました。

一方、新たなブランドを展開するために、2006年3月には

株式会社ジーユーを設立しました。ポテンシャルが十分に

ある低価格帯市場にこの新ブランドを投入します。この事

業では株式会社ダイエーと基本協定を結び、スピーディーな

店舗網拡大を実現したいと考えています。

COMPTOIR DES COTONNIERS

2006年2月「コントワー・デ・コトニエ」の

日本1号店が銀座にオープンしました。

フランスから輸入した最新の商品をそ

ろえ、「母と娘」の間柄で感じるような、

心のつながりや親密さを大切にしたパ

リジェンヌのカジュアルを日本の女性に

もお届けしていきます。

PRINCESSE tam.tam

「プリンセスタム・タム」は1985年、ヒ

ジリー姉妹によって「女性が自分らし

くあるための下着」をコンセプトに生

まれたランジェリーブランドです。フラ

ンス国内で91店の店舗を展開してい

ます。超極細繊維、コットン生地、レー

スなど素材へのこだわりと、キュートな

デザインが特長です。
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情報発信基地となる大型店・
旗艦店の出店を加速させます。

これまでの標準店の2～3倍。ユニクロの新たな
成長エンジンとして、売場面積500坪規模の大型
店や旗艦店の開発に力を注いでいます。

ユ ニ ク ロ の 店 舗 戦 略

2005年12月に初のロードサイド
型大型店を愛知県春日井市に出
店。大型店はこれまで都心やシ
ョッピングセンターで展開してい
ましたが、今後はあらゆる立地で
の出店を考えています。

銀座店のメンズコーナーでは幅
広い年齢層のお客さまにジャケッ
トスタイルや旅支度などのコー
ディネイトを提案。ユニクロの売
場づくりは様々なシーンでの多
彩なニーズにどう応えるかを考
えることから始まります。

国内ユニクロ事業は当中間期中に、銀座店、LALAガー

デンつくば店、ミーナ天神店、春日井店の4つの大型店舗を

出店しました。これらはいずれも売場面積約500坪と、通常

のユニクロ店の2～3倍の規模。トレンド感のある売場づく

りや着こなしの提案、きめこまかな接客などを通じて情報発

信をおこなっています。こうした大型店を今後の成長エンジン

のひとつとして位置づけ、日本国内で大型店200店舗体制を

築きたいと考えています。

海外では、2006年秋にニューヨーク、ソーホー地区で出

店を予定している1,000坪級の旗艦店を皮切りに、ロンドン、

上海、パリなど世界中のファッション都市で旗艦店を展開し

ていく予定です。

このような新しいとりくみにより、「一番競争力のある、一番

新しいユニクロ」を表現していきたいと思っています。

マンスリー・コレクション

ユニクロの大型店と一部都心店で、

月ごとのテーマにそった商品とコーディ

ネートを女性のお客さまに提案する

「マンスリー・コレクション」の展開を

始めました。「ロマンティック・マリン」

「イノセント」などをキーワードに、トレン

ド感のある女性らしいスタイルを取り

入れています。

春日井店の特徴は、自然光の差
し込む高さ9メートルの天井と長
さ4メートルのタペストリー。通路
も幅広くとって、開放感のある店
内でゆったりとお買い物を楽しん
でいただける売場にしました。

2006年3月、ウィメンズ商品に特
化したメルサ自由が丘店が改装
オープン。ブラウスやスカートな
どの品揃えを充実させ、内装も
白とピンクを基調としてやさしい
印象になるよう工夫しています。



東京・ＮＹ・パリ・ミラノ。
グローバルR&Dが動き始めました。

グローバルで勝てる商品開発体制をいかに作
るか。その答えのひとつが、世界4拠点のグロー
バルR&D体制です。

ユ ニ ク ロ の グ ロ ー バ ル R & D

2005年秋より、東京・ニューヨーク・パリ・ミラノに拠点を

置いたグローバルR&D体制が本格稼働しました。この体制

のもとでは、4拠点のR&Dセンターが主体となって、まず各

ファッション都市や店舗で世界的なトレンド、お客さまのニーズ、

ライフスタイル、素材などの情報を収集します。次に、集め

た情報をもとにシーズンのコンセプトを決定。これにそって、

4都市で同時にデザインの開発をおこない、創出された圧倒

的な数のデザインから各国のマーケットにあわせて商品を編

集します。その過程でユニクロの強みであるベーシック商品

はより洗練されたものに、ウィメンズ商品はよりトレンドを反

映したものにしていきます。2006年秋から、ユニクロの商品

はこの新しい体制によって開発されたものになります。
店舗、R&Dセンター
からの情報収集

Ｒ＆Ｄセンターでの
コンセプト作り

圧倒的量の商品
をデザイン・開発

圧倒的量の提案から
商品を構成・編集
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� � �情報収集 コンセプト
作り

販売
（国別・店舗規模別・業態別）

デザイン 編集

ニューヨークR&Dセンター

現在、R&Dセンターはクリエイティ

ブ・ディレクターやデザイナー、パ

タンナーなど東京、ニューヨーク

あわせて100名体制で運営してい

ます。さらに1年後までにはスタッフ

の数を倍増させる計画です。

ユニクロのグローバル商品開発体制において最も大事なのはコンセプト作り。

日本国内約700店舗、海外約30店舗、グループ全社、取引先などからの

情報に基づくお客様、アパレル市場の潜在ニーズと、東京・ニューヨーク・

パリ・ミラノのR&Dセンターで収集したトレンド、ライフスタイルなどの情報

を融合させ、コンセプトを作りあげます。このグローバルな商品開発体制

がユニクロの新たな価値を創造する力となります。

グ ロ ー バ ル 商 品 開 発 体 制
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